2.13.3. 教育活動概要 (2.13. 情報環境デザイン学講座, 2. 教育研究活動報告) by unknown
2.13.情報環境デザイン学講座 
175 
2.13.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
今 拓磨 
 
複数の全方位カメラを用いたシームレスな監視映像システム 
USB型全方位カメラと PTZ(Pan/Tilt/Zoom)カメラを組み合わせた監視映像システムのこれまで
の研究では，PTZカメラの制御によるタイムラグや，撮影範囲が限定される等の問題があった．
本研究では Gigabit Ethernet対応の全方位カメラを使用することにより既存の問題を解決し，
複数地点で監視を行う際のシステム複雑化の解消や，検出された動体を複数のカメラでシーム
レスに追跡する機能の実現を目指し，プロトタイプシステムの実装と評価を行った． 
齋藤 慶太 
 
全方位カメラと車載センサを用いた被災地情報収集提供システム 
全方位カメラを用いた 360 度環状映像撮影・GPSによる位置情報・ジャイロセンサによる方角
情報の同期を実現する車載システムの構築，および全方位パノラマ映像の閲覧と WebGISを組み
合わせたシームレスな Web システムの構築を行った．車載システムにより収集される情報はモ
バイル網や無線ホットスポットを通して災害情報サーバへ転送され，WebGIS上に位置情報・方
角情報と共にマッピングすることが可能となった． 
杉本 龍 
 
複数の異種 LAN 上における QoS を考慮したマルチメディア通信システム 
災害情報通信システムのための動的ネットワーク再構築手法に基づいたコグニティブ無線ネッ
トワーク上におけるマルチメディア通信システムの研究を行った．移動通信環境下では通信状
態の変化を考慮する必要があり， QoS制御機能が欠かせない．本研究では，複数の異種規格 LAN
環境上でオーディオとビデオの QoSを考慮したマルチメディア通信を可能とするシステムの構
築方法を提案しプロトタイプシステムの実装と評価を行った． 
関野 雄人 P2P ネットワークを用いた災害情報システムインフラに関する研究 
本研究では，P2Pネットワークを用いて大規模災害発生時においても災害情報サービスを安定
して利用者へ提供可能な，耐災害性を考慮した通信システムの機能を検討した．先行研究を踏
まえてシステムアーキテクチャを考案し，負荷分散機能の改良を行った．先行研究では，負荷
分散を行うロードバランサーが故障した場合にシステム全体が停止する問題があったが，本研
究ではロードバランサーを動的に再決定する仕組みを導入し問題解決を狙った． 
高橋 千晶 ブロードキャスト配信を利用した安否情報システムの構築 
既存の安否確認システムは，あらかじめ個人情報を登録しておいた被災者の安否情報のみを提
供するものや，災害発生後に自ら登録した被災者の安否情報のみを提供するものが多く，事前
に登録をしていなかった，あるいは登録したくない被災者の安否確認が困難である．本研究で
は，災害弱者を「特定者」，健常者を「非特定者」としてブロードキャスト通信を利用した災
害情報の提供などを行うシステムの構築を行った． 
吉田 貴博 
 
デジタルサイネージにおける緊急情報提示方法 
デジタルサイネージを利用した緊急情報の提示方法を提案した．近年，デジタルサイネージを
利用した情報発信は，駅や空港等の交通機関や公共施設などで行われるようになった．ポスタ
ー広告と異なり，動画や音声を用いたインパクトのある情報配信が可能であり，緊急情報の提
示はデジタルサイネージの有効な応用例となる．本研究では，デジタルサイネージ用のシステ
ムに緊急情報提示の機能を追加し，複数の言語による，緊急地震速報の表示を可能とした． 
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(b) 博士(前期)論文概要 
河野 康裕 
 
環境適合型高品位ライブ映像中継システムの研究 
HD(High Definition)クラスの高品位な映像を用いた中継を行う場合, 中継先の利用者の通信
環境に応じてフォーマットを変換する機能や, 中継パスを変更する機能が必要となる．そこで
本研究では, 利用者の通信環境にライブ中継処理を適合させるための中継パス選択手法を提案
した．中継パス候補リストと通信資源の利用状況に応じて, ライブ中継処理を適切な端末上で
動作させる仕組みを設計し，中継パス候補リストと資源利用状況にもとづいた適切な中継端末
を選択するアルゴリズムを考案した．そして，プロトタイプシステムを用いて提案手法の評価
を行った． 
佐藤 剛至 
 
災害情報システムのための動的ネットワーク再構成手法に基づいたコグニティブ無線の研究 
災害時通信において無線通信システムは非常に重要な役割を担う．本研究では，
IEEE802.11b/g/j や WiMAX，携帯電話網など特性の異なる無線通信技術を，ノード間の距離や
送信出力，使用周波数帯，実効速度などのネットワーク性能に影響する通信環境の変化に基づ
いて適切に切り替えて利用する手法を提案した．そして提案手法のプロトタイプシステムを構
築し，評価実験を行い，提案手法の有効性を確認した．利用者は，本提案システムが提供する
ネットワーク上で災害情報をやり取りする際，ネットワークインフラの一部で何らかの障害が
発生した場合でも，通信を続けることが可能となる．  
 
(c) 博士(後期)論文概要 
内田 法彦 
 
ユーザーポリシーを考慮したコグニティブ無線における最適なリンク及び経路選択法の研究 
本研究では，異なる複数の無線規格によるコグニティブ無線を防災災害情報ネットワークに導
入し，ユーザーポリシーを考慮した最適な通信手法を提案した．監視ステージ，判断ステージ，
実行ステージの 3つからなるコグニッションサイクルを導入し，常にユーザーポリシーや周囲
の環境を観測し，最適な通信法を実現する手法である．電界強度，ビットエラー，ジッター，
遅延，パケットエラー，スループットといったパラメータを観測し，拡張 AHP法によりこれら
のデータから最適な無線リンクの判断・決定を行う．また，通信状態の変化に応じて Min-Max AHP
値を用いた拡張 AODV法により，最適な無線経路を選択し，ネットワークの再構成が行われる．
提案手法に対して，都市型及び山間部を想定した防災災害情報ネットワークを考慮したシミュ
レーションを実施し，その有効性を確認した． 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) Noriki Uchida, Kazuo Takahata and Yoshitaka Shibata, “Transmission control methods with multihopped 
environments in cognitive wireless networks”, Journal of Ambient Intelligence and Humanized Computing, 
Springer-Verlag 2010, 10.1007/s12652-010-0025-z, 2010. 
 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Goshi Sato, Noriki Uchida Kazuo Takahata and Yoshitaka Shibata, “Dynamic Network Configuration Method 
based Cognitive Radio LANs for Disaster Information System”, The Third IEEE International Workshop on 
Disaster and Emergency Information Network Systems, (IWDENS2010), pp. 733-738, Apr. 2010. 
2) Yoshihiro Suzuki and Yoshitaka Shibata, “Self Power Supplied Wireless Disaster Information Network”, 
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The Third IEEE International Workshop on Disaster and Emergency Information Network Systems, 
(IWDENS2010), pp. 721-726, Apr. 2010. 
3) Noriki Uchida, Kazuo Takahata and Yoshitaka Shibata, “Proposal of Transmission Control Methods with 
Multihopped Environments in Cognitive Wireless Networks”, The Sixth IEEE International Symposium on 
Frontiers of Information Systems and Network Applications, (FINA2010), pp. 127-132, Apr. 2010. 
4) Noriki Uchida, Kazuo Takahata and Yoshitaka Shibata, “Min-Max AHP method based on Cognitive Wireless 
Networks for Information Disaster Network”, The International Workshop on Infrastructure Assurance, 
(iWiA2010), pp. 34-46, Jun, 2010. 
5) Goshi Sato, Noriki Uchida, Kazuo Takahata and Yoshitaka Shibata, “Dynamic Network Configuration Method 
based Cognitive Radio LANs for Disaster Information System”, The International Workshop on 
Infrastructure Assurance, (iWiA2010), pp. 24-33, Jun, 2010. 
6) Yutaka Sasaki and Yoshitaka Shibata, “A Disaster Information System by Unified Temporal Presenting 
Operation Facility”, The International Workshop on Infrastructure Assurance, (iWiA2010), pp. 47-54, 
Jun, 2010. 
7) Toshihiro Suzuki and Yoshitaka Shibata, “Self-Power Supplied Wireless Disaster Information Network”, 
The International Workshop on Infrastructure Assurance, (iWiA2010), pp. 15-23, Jun, 2010. 
8) Tomoyuki Ishida and Yoshitaka Shibata, “Proposal of Tele-immersion System by the Fusion of Virtual Space 
and Real Space”, The 13th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBiS2010), 
pp. 408-413, Sep. 2010. 
9) Noriki Uchida, Kyugen Takahata, Xiaolin Zhang, Kazuo Takahata, and Yoshitaka Shibata, “Min-Max Based 
AHP Method for Route Selection in Cognitive Wireless Network” The 13th International Conference on 
Network-Based Information Systems, (NBiS2010), pp. 22-27, Sep. 2010. 
10) Noriki Uchida, Xiaolin Zhang, Kyugen Takahata, and Yoshitaka Shibata, “Cognitive Wireless Network by 
Time Transitional AHP Based on Emergency Policy”, The 13th International Conference on Network-Based 
Information Systems, (NBiS2010), pp. 181-186, Sep. 2010. 
11) Noriki Uchida, Kazuo Takahata, and Yoshitaka Shibata, “Proposal of Never Die Network with the Combination 
of Cognitive Wireless Network and Satellite System”, The 13th International Conference on Network-Based 
Information Systems, (NBiS2010), pp. 365-370, Sep. 2010. 
12) Goshi Sato and Yoshitaka Shibata, “PC Router Based Dynamic Network Configuration Method for Cognitive 
Radio LANs”, The 13th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBiS2010), pp. 
98-102, Sep. 2010. 
13) Akira Sakuraba and Yoshitaka Shibata, “Wireless Interface System for Large Space in Tiled Display 
System”, The 13th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBiS2010), pp. 
431-434, Sep. 2010. 
14) Yutaka Sasaki, Wei Kang, and Yoshitaka Shibata, “A Disaster Information Sharing System by Unified 
Temporal Presenting Operational Facility JAXTA Based Environment” The 13th International Conference 
on Network-Based Information Systems, (NBiS2010), pp. 162-165, Sep. 2010. 
15) Toshihiro Suzuki and Yoshitaka Shibata, “Self-Power Supplied Wireless Disaster Information Network Base 
Stations” The 13th International Conference on Network-Based Information Systems, (NBiS2010), pp. 
285-289, Sep. 2010. 
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16) Noriki Uchida, Kazuo Takahata, and Yoshitaka Shibata, “Wireless Link Selection by Time Transitional 
AHP Based on Emergent Policy in Cognitive Wireless Network”, The Fifth International Conference on 
Broadband and Wireless Computing, Communication and Applications, (BWCCA2010), CD-ROM, Nov. 2010. 
17) Yasuhiro Kawano, Koji Hashimoto, Yoshitaka Shibata, “Design of a Cooperative Video Streaming System 
on Community Based Resource Sharing Networks”, The Fifth International Conference on P2P, Parallel, 
Grid, Cloud and Internet Computing, (3PGCIC2010), pp. CD-ROM, Nov. 2010. 
18) Noriki Uchida, Goshi Sato, Kazuo Takahata, and Yoshitaka Shibata, “Optimal Route Selection Method with 
Satellite System for Cognitive Wireless Network in Disaster Information Network”, The 25th IEEE 
International Conference on Advanced Information Networking and Applications, (AINA2011), Mar.2011. 
19) 内田法彦，高畑一夫，柴田義孝，“コグニティブ無線をベースとした災害情報ネットワークにおける Min-Max
法を用いた拡張 AHPによる経路選択”，マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2010）シンポジウム，
pp．1928-1938，平成 22年 7 月 
20) 河野康裕，橋本浩二，柴田義孝,“環境適合型高品位ライブ映像中継システムの設計”，マルチメディア，分散，
協調とモバイル（DICOMO2010）シンポジウム，pp．31-37，平成 22年 7 月 
21) 石田智行，柴田義孝，“融合現実感によるバーチャル伝統工芸システムの提案”，第 15 回日本バーチャルリア
リティ学会大会，pp．182-183，平成 22年 9月 
22) 櫻庭 彬，柴田義孝，“タイルドディスプレイ環境向けポインティング入力インタフェースシステムの評価“，
第 15回日本バーチャルリアリティ学会大会，pp．190-191，平成 22年 9月 
23) 内田法彦，高畑一夫，柴田義孝，“ユーザーポリシーによるコグニティブ無線の最適無線リンクおよび経路制御
法”，第 18回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ，(DPSWS2010)，平成 22年 10月 
24) 佐藤剛至，柴田義孝，“災害情報システムのための動的ネットワーク再構成手法に 基づいたコグニティブ無線
の研究”，情報処理学会第 146回マルチメディア通信と分散処理研究会，平成 23年 3月 
25) 河野康裕，橋本浩二，柴田義孝，“環境適合型高品位ライブ映像中継システムの実装と評価”，情報処理学会第
146回マルチメディア通信と分散処理研究会，平成 23年 3月 
26) 佐藤剛至，柴田義孝，“災害情報システムのための動的ネットワーク再構成手法に基づいたコグニティブ無線に
関する研究”，電子情報通信学会，2011年総合大会，AS-4-6，基礎・境界講演論文集，S-63～S-64，平成 23年
3月 
27) 河野康裕，橋本浩二，柴田義孝，“高品位映像を用いた環境適合型ライブ映像中継システムの中継パス選択手
法”，電子情報通信学会，2011年総合大会，BS-3-4，通信講演論文集 2，pp．S-5～S-6，平成 23年 3月 
28) 佐々木豊，柴田義孝，“移動通信環境を考慮した分散型災害情報共有システムの構築”，電子情報通信学会， 2011
年総合大会，AS-4-7，基礎・境界講演論文集，pp．S-65～S-66，平成 23年 3月 
29) 櫻庭 彬，柴田義孝，“無線デバイスによるディスプレイ環境のスケーラビリティを考慮した入力デバイスシス
テムの検討”，電子情報通信学会，2011年総合大会，DS-1-2，情報・システム講演論文集 1，pp．S-3～S-4，平
成 23年 3月 
30) 鈴木稔浩，柴田義孝，“自律的電源供給で動作する災害時向け無線通信基地局の構築”，電子情報通信学会，2011
年総合大会，BS-5-14，通信講演論文集 2，pp．S-121～S-122，平成 23 年 3月 
31) 今 拓磨，柴田義孝，“複数の全方位カメラを用いたシームレスな監視映像システム”，電子情報通信学会，2011
年総合大会，D-12-66，情報・システム講演論文集 2，pp．169，平成 23年 3月 
32) 杉本 龍，佐藤剛至，柴田義孝，“複数異種 LAN上で QoSを考慮したマルチメディア通信システム”，電子情報
通信学会，2011年総合大会，B-6-149，通信講演論文集 2，pp．149，平成 23年 3月 
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33) 齋藤慶太，柴田義孝，“全方位カメラと車載センサを用いた被災地情報収集提供システム”，電子情報通信学会，
2011年総合大会，B-20-45，通信講演論文集 2，pp．640，平成 23年 3 月 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) Noriki Uchida, The International Workshop on Infrastructure Assurance, (iWiA2010), iWiA2010 The Best 
Student Presentation Award, “Min-Max AHP method based on Cognitive Wireless Networks for Information 
Disaster Network”, Jun, 2010. 
2) 内田法彦，岩手県立大学学長賞，平成 23 年 3月 
3) 佐藤剛至，岩手県立大学学長賞，平成 23 年 3月 
4) 佐藤剛至，岩手県立大学学長奨励賞，平成 23年 3月 
 
2.13.4. その他の活動 
• プログラミングコンテストを通して、実践的なソフトウェア開発者を育成する 
• JGN2plusを利用した他大学および他の研究機関と遠隔ゼミによる研究交流の実施、研究発表および地域情報化シン
ポジウムの実施 
• 研究室で開発した映像通信システムや防災・災害情報ネットワークシステムを用いて、災害避難訓練時にボランテ
ィア活動を通して社会貢献を実施 
  
